
スポーツに関する県民意識・実態調査結果について 

 

 

１．調査実施の目的 

本調査は、埼玉県のスポーツにかかる施策の根幹となる「埼玉県スポーツ推進計画」を策定するため

に、県民のスポーツ実施状況等に関する基礎情報を把握することを目的とする。 

 

２．調査の種類 

調査名 調査対象 調査方法 

１．スポーツに関するアンケート

調査（小学生） 
小学５年生 

学校を経由した紙媒体の調査票

による郵送調査 

２．スポーツに関するアンケート

調査（中学生、高校生） 
中学２年生、高校２年生 

学校を経由した紙媒体の調査票

による郵送調査 

３．スポーツに関する意識・実態調

査（成人） 
県内在住の 20歳以上の人 

モニターを利用したインターネ

ット調査 

４．スポーツに関する意識・実態調

査（障害者団体） 

県内在住の障害者本人または

その家族 

障害者団体を経由した紙媒体の

調査票による郵送調査 

５．スポーツに関する意識・実態調

査（障害者モニター） 

県内在住の障害者本人または

その家族 

調査会社のモニターを利用した

インターネット調査 

 
 

３．調査方法と回収状況 

調査名 調査期間 発送数 回収数 回収率 

１．スポーツに関するアンケー

ト調査（小学生） 

令和３年９月 14 日（火）～

10月７日（木） 
417件 379件 90.9％ 

２．スポーツに関するアンケート

調査（中学生、高校生） 

令和３年９月 14 日（火）～

10月７日（木） 
843件 781件 92.6％ 

３．スポーツに関する意識・実態調

査（成人） 

令和３年９月 14 日（火）～

10月７日（木） 
- 4,491件 - 

４．スポーツに関する意識・実態調

査（障害者団体） 

令和３年９月 14 日（火）～

10月 14日（木） 
600件 195件 32.5％ 

５．スポーツに関する意識・実態調

査（障害者モニター） 

令和４年１月 18 日（火）～

２月８日（火） 
- 300件 - 

 調査機関：（株）サーベイリサーチセンター 
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４．調査項目 

調査名 調査項目 

１．スポーツに関するアン

ケート調査（小学生） 

１．ご自身について 
２．健康・体力について 
３．スポーツの意識について 
４．スポーツ実施状況について 
５．スポーツ選手志望について 
６．スポーツ観戦について 
７．大規模スポーツイベントについて 
８．バーチャルスポーツについて 

２．スポーツに関するアン

ケート調査（中学生、

高校生） 

１．ご自身について 
２．健康・体力について 
３．スポーツの意識について 
４．スポーツ実施状況について 
５．今後のスポーツへの意向について 
６．スポーツ観戦について 
７．スポーツボランティアについて 
８．大規模スポーツイベントについて 
９．バーチャルスポーツについて 
10．スポーツに対する関心について 
11．スポーツ施策について 

３．スポーツに関する意識・

実態調査（成人） 

１．ご自身について 
２．健康・体力について 
３．スポーツ実施状況について 
４．総合型地域スポーツクラブについて 
５．スポーツボランティア・イベントについて 
６．スポーツ観戦について 
７．スポーツに関する情報について 
８．大規模スポーツイベントについて 
９．バーチャルスポーツについて 
10．スポーツに対する関心について 
11．スポーツ施策について 
12．スポーツに関する消費について 
13．スポーツ活動の満足度について 

４．スポーツに関する意識・

実態調査（障害者） 

１．ご自身について 
２．スポーツ実施状況について 
３．スポーツ観戦について 
４．スポーツに関する情報について 
５．大規模スポーツイベントについて 
６．バーチャルスポーツについて 
７．スポーツ施策について 
８．スポーツ活動の満足度について 



５．抽出方法 

 ①調査対象となった児童生徒の抽出方法 

 ・県内をさいたま市（浦和・与野）、さいたま市（大宮・岩槻）、南部、南西部、東部、県央、川越

比企、西部、利根、北部、秩父の区分に分け、地域の学校数に応じて、２校または１校を選定。 

 ・全公立学校リストから調査対象校を無作為に抽出し、当該学校の特定のクラス（１クラス）の全児

童生徒を対象とした。 

 

 ②調査対象となった成人の抽出方法 

 ・成人はモニターを活用したインターネット調査を実施した。 

 ・成人の調査対象者については、性別２区分×年代５区分×地域10区分=100区分ごとに、実際の人口 

比率※に応じて4,491人を割付した。 

 ※実際の人口比率は、平成27年度国勢調査に基づく。 

 ・地域10区分は、令和３年４月１日現在の市町村名に基づく。 

地   域 該 当 市 町 村 名 

県
南 

南 部 地 域 川口市、蕨市、戸田市 

南 西 部 地 域 朝霞市、志木市、和光市、新座市、富士見市、ふじみ野市、三芳町 

東 部 地 域 春日部市、草加市、越谷市、八潮市、三郷市、吉川市、松伏町 

さ い た ま 地 域 さいたま市 

圏
央
道 

県 央 地 域 鴻巣市、上尾市、桶川市、北本市、伊奈町 

川 越 比 企 地 域 
川越市、東松山市、坂戸市、鶴ヶ島市、毛呂山町、越生町、滑川町、 

嵐山町、小川町、川島町、吉見町、鳩山町、ときがわ町、東秩父村 

西 部 地 域 所沢市、飯能市、狭山市、入間市、日高市 

利 根 地 域 
行田市、加須市、羽生市、久喜市、蓮田市、幸手市、白岡市、宮代町、 

杉戸町 

県
北 

北 部 地 域 熊谷市、本庄市、深谷市、美里町、神川町、上里町、寄居町 

秩 父 地 域 秩父市、横瀬町、皆野町、長瀞町、小鹿野町 

 
 ③調査対象となった障害者（団体）の抽出方法 

 ・県内の障害者団体等に依頼し、団体経由で会員へアンケ―ト用紙を配布して実施した。 

 ・団体は益社団法人 埼玉県手をつなぐ育成会、一般社団法人 埼玉県聴覚障害者協会埼玉県精神障

害者家族会連合会、公益社団法人 埼玉県視覚障害者福祉協会、埼玉県総合リハビリテーションセン

ターの５団体。 

  

 ④調査対象となった障害者（モニター）の抽出方法 

 ・障害者個人は、調査会社のモニターを活用したインターネット調査を実施した。。 

 

６．結果・考察 

  資料２－２、資料２－３のとおり 


